
　

世
界
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｄ
Ｘ
）の
進
展
、経
済
社
会
構
造
の
変
化
、地
球
環

境
の
危
機
感
の
高
ま
り
、
人
々
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

の
変
化
と
い
う
、
歴
史
的
転
換
点
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
し
て
、２
０
２
０
年
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
対
応
と
い
う
全
人
類
に
と
っ
て
の
新
た
な
課

題
が
加
わ
っ
た
。我
が
国
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
後
の
世

界
を
見
据
え
、多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協
働
し
、

新
た
な
成
長
戦
略
を
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

共
同
研
究
報
告
書
の
背
景
・
意
義

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、経
団
連
は
、東
京
大
学
と

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）

と
と
も
に
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
進
化
、Society 5.0

の

実
現
、そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
へ
」と
題
す
る
共
同

研
究
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
２
０
２
０
年
３
月
末

に
公
表
し
た
。
本
報
告
書
の
主
な
意
義
は
二
つ
あ
る
。

　

１
点
目
は
、
経
済
界
、
学
術
界
、
世
界
最
大
の
ア

セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
と
い
う
異
な
る
立
場
の
３
者
が
連

携
し
、
将
来
の
成
長
と
発
展
に
向
け
て
「Society 

5.0 for SD
Gs

の
実
現
」
と
い
う
我
が
国
の
戦
略
の

重
要
性
を
共
有
し
た
こ
と
で
あ
る
。
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
や
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
な

ど
で
相
次
い
で
「
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資

本
主
義
」
の
重
要
性
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
報
告

書
で
は
、
経
団
連
の
企
業
行
動
憲
章
に
も
触
れ
、
そ

の
具
現
化
の
方
策
を
示
し
て
い
る
。

　

２
点
目
は
、Society 5.0
の
実
現
に
向
け
て
、
新

た
に
投
資
家
に
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
進
化
」
の
必
要
性

を
提
示
し
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
課
題
解
決

を
図
る
事
業
活
動
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
を

図
る
べ
き
と
提
示
し
た
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
従
来

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
は
、
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

な
ど
を
投
資
上
の
リ
ス
ク
と
し
て
捉
え
る
評
価
が
行

わ
れ
て
い
る
。一
方
、経
団
連
の
企
業
行
動
憲
章
や
国

連
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
な
ど
で
示
さ
れ
る
通
り
、

Society 5.0 for SD
Gs

の
実
現
に
は
、
民
間
の
創

造
力
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｄ
Ｘ
が
欠
か
せ
な
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
進
化
し
、
社
会
課
題
の
解
決
と
い
う

価
値
創
造
に
投
資
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未

来
社
会
を
け
ん
引
す
る
企
業
や
大
学
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
な
ど
の
活
躍
が
後
押
し
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

Society 5.0

の
経
済
効
果

　

報
告
書
で
は
、
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、

Society 5.0

の
経
済
効
果
の
試
算
を
行
っ
た（
詳
細

は
本
誌
12
頁
、
40
頁
参
照
）。

　

そ
の
結
果
、Society 5.0

の
実
現
に
よ
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
押
し
上
げ
効
果
は
約
２
５
０
兆
円
、
必
要
な
累
積

投
資
額
は
８
４
４
兆
円
と
試
算
さ
れ
た
。
ま
た
産
業

分
野
毎
で
は
、
例
え
ば
、
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で

Society 5.0

に
向
け
た

課
題
解
決
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
促
進

─
経
団
連
・
東
京
大
学
・
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
共
同
研
究
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

審
議
員
会
副
議
長
／
金
融
・
資
本
市
場
委
員
長
／
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社
会
長

日ひびの
比
野 

隆たかし
司
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特集 ESG投資の進化と企業と投資家による建設的対話の促進

（注）「ダイワSociety 5.0関連株ファンド」（愛称：スマートテクノロジー）：Society 5.0
の「人間中心の社会」を念頭に遠隔医療やバイオテクノロジー、スマート工場など
のテーマ型ファンドを組み合わせたファンド・オブ・ファンズ

36
・
２
兆
円
、
も
の
づ
く
り
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
28
・

５
兆
円
、
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
21
・
３
兆
円
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
19
・
３
兆
円
な
ど
の
新
た
な

成
長
機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

Society 5.0

の
情
報
開
示
の
方
向
性

　

投
資
家
がSociety 5.0

に
取
り
組
む
企
業
を
選
定

す
る
に
は
、
将
来
の
成
長（
未
来
の
財
務
リ
タ
ー
ン

の
向
上
）を
期
待
さ
せ
る
情
報
、
い
わ
ば
「
未
来
財

務
情
報
」
の
開
示
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
未
来
財
務

情
報
こ
そ
が
、
企
業
と
投
資
家
の
建
設
的
対
話
の
基

礎
と
な
る
。
そ
こ
で
、
未
来
財
務
情
報
の
核
と
な
る

企
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
投
資
家
が
評
価

す
る
優
れ
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
そ
の
特
徴
は
何
か
を
分
析
し
た
。
具
体
的
な
手

法
と
し
て
は
、企
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
収
集
し
、こ

れ
に
対
す
る
投
資
家
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
自
然
言
語

処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
投
資
家
が
評
価
す
る
優
れ
た
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
①
人
を
起
点
と
し
た
事
業
展
開

（
生
活
者
価
値
起
点
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、②
地

ィ
ア
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
にSociety 5.0 for SD

Gs

の
コ
ン
セ
プ
ト

を
広
げ
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
報
告
書
で
は
、Society 5.0

指
数
の

形
成
に
向
け
て
、
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
指
数
や
Ｄ
Ｘ
・
Ｅ

Ｓ
Ｇ
指
数
の
活
用
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
投
資
環
境
整
備
を
通
じ
て
、Society 5.0

に
取
り

組
む
企
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
家
を
適
切
に
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
推
進
の
た

め
に
も
、
企
業
側
のSociety 5.0

実
現
に
向
け
た
情

報
開
示
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

Society 5.0

が
未
来
で
な
く
な
る
日

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
社
会
の
脆
弱
性
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、
Ｄ
Ｘ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。Society 5.0

は
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
人
間
中
心
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社

会
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会

像
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

徴
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
は
企
業
が
今
後
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
経
営
戦
略

を
策
定
し
、
投
資
家
と
対
話
を
行
う
上
で
の
参
考
と

な
ろ
う
。

　

ま
た
、Society 5.0 for SD

Gs

を
社
会
の
共
通

目
標
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
経
団
連
で
は
「T

heater 5.0

」
と
い
う
動

画
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
設
し
た
。
こ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
は
、
経
団
連
お
よ
び
経
団
連
会
員
企
業
が

描
くSociety 5.0

実
現
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す

る
動
画
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
是
非
、
一
度
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
連
携
に
よ
る
影
響

　

ま
た
、
報
告
書
と
と
も
に
、
経
団
連
、
東
京
大
学
、

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
３
者
が
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
公
表
し
た
。

　

経
団
連
に
は
、
企
業
行
動
憲
章
やSociety 5.0

に

関
す
る
各
種
提
言
で
示
さ
れ
た
内
容
の
実
行
、

Society 5.0
実
現
に
資
す
る
金
融
商
品
の
開
発
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
に
は
さ
ら
な
る
研

究
の
深
化
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
は
投
資
原
則
へ
の
盛
り
込

み
検
討
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。ち
な
み
に
、経
団
連
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
さ

れ
た
金
融
商
品
開
発
の
一
助
と
し
て
、
大
和
証
券
グ

ル
ー
プ
で
は「
ダ
イ
ワSociety 5.0
関
連
株
フ
ァ
ン
ド（
注
）」

を
開
発
し
、２
０
２
０
年
₇
月
よ
り
販
売
し
て
い
る
。

　

本
報
告
書
は
、
従
来
の
経
団
連
の
提
言
と
は
異
な

る
分
野
で
の
関
心
が
広
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
令
和
２
年
度
科
学
技
術
白
書
」
で
報
告
書
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
ま
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
関
す
る
海
外
メ
デ

球
規
模
の
課

題
解
決（
世

界
の
課
題
を

捉
え
た
具
体

的
な
目
標
）、

③
新
事
業
の

開
拓（
既
存

の
枠
組
み
に

捉
わ
れ
な
い

事
業
）と
い

う
３
点
の
特

Society 5.0

は
、
も
は
や
未
来
の
想

像
物
で
は
な
い
。
今
こ
そ
、
企
業
、
投

資
家
、
政
府
、
自
治
体
、
市
民
な
ど
の

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
価
値

観
を
共
有
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

具
体
的
な
行
動
と
着
実
な
成
果
を
挙
げ

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

動
の
推
進
力
と
な
る
投
資
の
進
化
が
欠

か
せ
な
い
。
金
融
・
資
本
市
場
委
員
会

と
し
て
も
、
引
き
続
き
、Society 5.0

の
実
現
に
向
け
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ダイワSociety 5.0 関連株ファンド
（デジタル技術で人間中心の社会を実現
する企業から構成されるファンド）
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